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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公表番号】特表2003-523263(P2003-523263A)
【公表日】平成15年8月5日(2003.8.5)
【出願番号】特願2001-561261(P2001-561261)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  17/56     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   2/44    　　　　
   Ａ６１Ｂ  17/56    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月5日(2008.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脊柱インプラントにおいて、
　インプラント本体であって、実質的に平行な第一の対の側壁と、前記インプラント本体
を多方向から椎間板空間内に挿入することを許容し得るように前記第一の対の側壁に対し
斜めの角度にて配置された実質的に平行な第二の対の側壁とを有する前記インプラント本
体を備え、
　前記インプラント本体が、第一の挿入工具穴と、第二の挿入工具穴とを画成し、前記第
一の工具穴が前記第一の対の側壁に対し実質的に平行に伸び、前記第二の工具穴が前記第
二の対の側壁に対し実質的に平行に伸びる、脊柱インプラント。
【請求項２】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記第一の挿入工具穴がねじ付きである、インプラント。
【請求項３】
　請求項２のインプラントにおいて、
　前記第二の挿入工具穴がねじ付きである、インプラント。
【請求項４】
　請求項３のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、前記第一の挿入工具穴から平行に隔てられた第三の穴を画成
し、該第三の穴がインプラントの回転を最小限にし得るようにピンを受け入れ得るように
された、インプラント。
【請求項５】
　請求項４のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、実質的に平行な配置状態に方向決めされた前端面及び対向す
る端面とを更に有し、前記前端面及び前記対向する端面が前記第一の対の側壁に対し実質
的に垂直に伸びる、インプラント。
【請求項６】
　請求項５のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が上側骨係合面と、下側骨係合面とを有し、該上側及び下側骨係
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合面の各々が、インプラントの移動を最小限にし得るように画成された複数のリッジを有
する、インプラント。
【請求項７】
　請求項６のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体がテーパー付きである、インプラント。
【請求項８】
　請求項７のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が中央開口部を画成する、インプラント。
【請求項９】
　請求項８のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が髄管を有する骨にて形成され、前記中央開口部が全体として髄
管に適合する、インプラント。
【請求項１０】
　請求項９のインプラントにおいて、
　実質的に平行な前記第一の対の側壁の間の距離が実質的に平行な前記第二の対の側壁の
間の距離に実質的に等しい、インプラント。
【請求項１１】
　請求項１０のインプラントにおいて、前記第二の対の側壁が前記第一の対の側壁に対し
約３０°の角度に配置される、インプラント。
【請求項１２】
　請求項３のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が前記第二の挿入工具穴が画成される角度付きの駆動壁を更に有
し、
　前記角度付きの駆動壁が前記第二の対の側壁に対し実質的に垂直に伸びる凹状面を画成
する、インプラント。
【請求項１３】
　請求項１２のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が骨で出来ている、インプラント。
【請求項１４】
　請求項１３のインプラントにおいて、
　前記骨が髄管を有し、
　前記インプラント本体が前記髄管に全体として適合する中央開口部を画成する、インプ
ラント。
【請求項１５】
　請求項１２のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体の一部分が機械加工しないドナーインプラント骨部分を有する、
インプラント。
【請求項１６】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、前記第一の挿入工具穴から平行に隔てられた第三の穴を画成
し、該第三の穴がインプラントの回転を最小限にし得るようにピンを受け入れ得るように
平坦である、インプラント。
【請求項１７】
　請求項１６のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、実質的に平行な配置状態に方向決めされた前端面及び対向す
る端面を更に有し、
　前記前端面及び前記対向する端面が前記第一の対の側壁に対し実質的に垂直に伸びる、
インプラント。
【請求項１８】
　請求項１６のインプラントにおいて、
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　前記インプラント本体が上側骨係合面と、下側骨係合面とを有し、該上側及び下側骨係
合面の各々が、インプラントの移動を最小限にし得るように画成された複数のリッジを有
する、インプラント。
【請求項１９】
　請求項１６のインプラントにおいて、前記インプラント本体が骨で出来ている、インプ
ラント。
【請求項２０】
　請求項１９のインプラントにおいて、
　前記骨が髄管を有し、
　前記インプラント本体が前記髄管に全体として適合する中央開口部を画成する、インプ
ラント。
【請求項２１】
　請求項１９のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体の一部分が機械加工しないドナーインプラント骨部分を有する、
インプラント。
【請求項２２】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、少なくとも直接的アプローチ法及び斜めアプローチ法により
前記インプラント本体を椎間板空間内に挿入することが可能な構造及び配置とされる、イ
ンプラント。
【請求項２３】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記第一の対の側壁の間の距離が前記第二の対の側壁の間の距離に実質的に等しい、イ
ンプラント。
【請求項２４】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記第二の対の側壁が前記第一の対の側壁に対し約３０°の角度に配置される、インプ
ラント。
【請求項２５】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が骨で出来ている、インプラント。
【請求項２６】
　請求項２５のインプラントにおいて、
　前記骨が髄管を有し、
　前記インプラント本体が前記髄管に全体として適合する中央開口部を画成する、インプ
ラント。
【請求項２７】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体の一部分が機械加工しないドナーインプラント骨部分を有する、
インプラント。
【請求項２８】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が上側骨係合面と、下側骨係合面とを有し、該上側及び下側骨係
合面の各々が、インプラントの移動を最小限にし得るように画成された複数のリッジを有
する、インプラント。
【請求項２９】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体がテーパー付きである、インプラント。
【請求項３０】
　請求項２９のインプラントにおいて、
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　前記インプラント本体が骨で出来ている、インプラント。
【請求項３１】
　請求項２９のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体の一部分が機械加工しないドナーインプラント骨部分を有する、
インプラント。
【請求項３２】
　請求項２９のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が上側骨係合面と、下側骨係合面とを有し、該上側及び下側骨係
合面の各々が、インプラントの移動を最小限にし得るように画成された複数のリッジを有
する、インプラント。
【請求項３３】
　請求項２９のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が前記第一の挿入工具穴から平行に隔てられた第三の穴を画成し
、前記第三の穴がインプラントの回転を最小限にし得るようにピンを受け入れるべく平滑
である、インプラント。
【請求項３４】
　請求項２９のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、前記第二の挿入工具穴が画成された角度付きの駆動壁を更に
有し、
　前記角度付きの駆動壁が前記第二の対の側壁に対し実質的に垂直に伸びる凹状面を画成
する、インプラント。
【請求項３５】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が中央開口部を画成する、インプラント。
【請求項３６】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、前記第二の挿入工具穴が画成された角度付きの駆動壁を更に
有し、
　前記角度付きの駆動壁が前記第二の対の側壁に対し実質的に垂直に伸びる凹状面を画成
する、インプラント。
【請求項３７】
　請求項３６のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が骨で出来ている、インプラント。
【請求項３８】
　請求項３７のインプラントにおいて、
　前記骨が髄管を有し、
　前記インプラント本体が前記髄管に全体として適合する中央開口部を画成する、インプ
ラント。
【請求項３９】
　請求項３６のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体の一部分が機械加工しないドナーインプラント骨部分を有する、
インプラント。
【請求項４０】
　請求項３６のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が上側骨係合面と、下側骨係合面とを有し、該上側及び下側骨係
合面の各々が、インプラントの移動を最小限にし得るように画成された複数のリッジを有
する、インプラント。
【請求項４１】
　請求項１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が骨により出来ており、
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　前記インプラント本体が、
　　前端面と、
　　該前端面に対し実質的に平行な配置状態で方向決めされた対向する端面とを更に有し
、
　　前記前端面及び対向する端面が前記第一の対の側壁に対し実質的に垂直に伸び、
　前記対向する端面と前記第一の対の側壁の一方との間を伸びる第一の非機械加工部分と
、
　前記対向する端面と前記第二の対の側壁の一方との間を伸びる第二の非機械加工部分と
を備え、
　前記第一の非機械加工部分及び前記第二の非機械加工部分が前記骨の自然の形状を実質
的に保つ、インプラント。
【請求項４２】
　請求項４１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、前記第二の挿入工具穴が画成された角度付きの駆動壁を更に
有し、
　前記角度付きの駆動壁が前記第二の対の側壁に対し実質的に垂直に伸びる凹状面を画成
する、インプラント。
【請求項４３】
　請求項４１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、前記第一の挿入工具穴から平行に隔てられた第三の穴を画成
し、該第三の穴がインプラントの回転を最小限にし得るようにピンを受け入れ得るように
平滑である、インプラント。
【請求項４４】
　請求項４１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が上側骨係合面と、下側骨係合面とを有し、該上側及び下側骨係
合面の各々が、インプラントの移動を最小限にし得るように画成された複数のリッジを有
する、インプラント。
【請求項４５】
　請求項４１のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体がテーパー付きである、インプラント。
【請求項４６】
　請求項４１のインプラントにおいて、
　前記第一の対の側壁の間の第一の距離が前記第二の対の側壁の間の第二の距離と実質的
に等しく、
　前記前端面と前記対向する端面との間の第三の距離が前記第一及び第二の距離に実質的
に等しい、インプラント。
【請求項４７】
　請求項４１のインプラントにおいて、
　前記骨が髄管を有し、
　前記インプラント本体が前記髄管に全体として適合する中央開口部を画成する、インプ
ラント。
【請求項４８】
　脊柱インプラントにおいて、
　インプラント本体であって、
　　実質的に平行な第一の対の側壁と、
　　前記インプラント本体を多方向から椎間板空間内に挿入することを許容し得るように
前記第一の対の側壁に対し斜めの角度にて配置される実質的に平行な第二の対の側壁とを
有する前記インプラント本体を備え、
　前記インプラント本体が、ねじ付き穴と、該ねじ付き穴から平行に隔てられた平滑な穴
とを画成し、前記平滑な穴がインプラントの回転を最小限にし得るようにピンを受け入れ
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得るようにされた、脊柱インプラント。
【請求項４９】
　請求項４８のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体がテーパー付きである、インプラント。
【請求項５０】
　請求項４８のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体の部分が骨で出来ており、
　前記インプラント本体の一部分が機械加工しないドナーインプラント骨部分を有する、
インプラント。
【請求項５１】
　請求項４８のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が上側骨係合面と、下側骨係合面とを有し、該上側及び下側骨係
合面の各々が、インプラントの移動を最小限にし得るように画成された複数のリッジを有
する、インプラント。
【請求項５２】
　脊柱の椎間板空間内に埋め込まれる脊柱インプラントにおいて、
　脊柱に対し少なくとも直接的前方アプローチ法により且つ脊柱に対し斜めの角度にて前
記インプラント本体を椎間板空間内に挿入することが許容可能な構造及び配置とされる実
質的に平行な三対の側壁を有するインプラント本体を備え、
　インプラント本体がテーパー付きである、脊柱インプラント。
【請求項５３】
　請求項５２のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体がインプラントの移動を最小限にし得るようにされた上側移動防
止面と下側移動防止面とを有する、インプラント。
【請求項５４】
　請求項５２のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が骨で出来ており、
　前記インプラント本体の一部分が機械加工しないドナーインプラント骨部分を有する、
インプラント。
【請求項５５】
　請求項５２のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が、該本体に画成されたねじ付き穴と、該ねじ付き穴から平行に
隔てられて画成された第二の穴とを有し、該第二の穴がインプラントの回転を最小限にし
得るようにピンを受け入れ得るようにされた、インプラント。
【請求項５６】
　請求項５２のインプラントにおいて、
　前記インプラント本体が該インプラント本体に画成された中央開口部を有する、インプ
ラント。
【請求項５７】
　脊柱インプラントを挿入する挿入具において、
　末端ガイドであって、
　　第一の角度付き駆動面と、
　　該第一の駆動面に対向する第二の角度付き駆動面と、
　　前記第一の駆動面と前記第二の駆動面との間を伸びて、凹状面を有する第三の面と、
を備える前記末端ガイドと、
　前記第一の駆動面及び前記第二の駆動面に対しインプラントを当接可能に係合させ得る
ようにされた係止機構と、
を備える、挿入具。
【請求項５８】
　請求項５７の挿入具において、
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　前記末端ガイドに接続された外側軸を更に備える、挿入具。
【請求項５９】
　請求項５８の挿入具において、
　前記係止機構がインプラントに螺着可能に係合し得るようにされた内側軸のねじ付き部
分を有する、挿入具。
【請求項６０】
　請求項５９の挿入具において、
　前記末端ガイドが一対の平行な側面を更に有し、前記第一の駆動面及び前記第二の駆動
面が前記側面に対し垂直な基準線に対し実質的に１８°の角度に方向決めされる、挿入具
。
【請求項６１】
　請求項５７の挿入具において、
　前記末端ガイドが一対の平行な側面を更に有し、前記第一の駆動面及び前記第二の駆動
面が前記側面に対し垂直な基準線に対し実質的に１８°の角度に方向決めされる、挿入具
。
【請求項６２】
　脊柱インプラントを挿入する挿入具において、
　末端ガイドであって、
　　第一の角度付き駆動面と、
　　該第一の駆動面に対向する第二の角度付き駆動面と、
　　前記第一の駆動面と前記第二の駆動面との間を伸びて、第三の角度付き面を有する第
三の面と、を備える前記末端ガイドと、
　前記第一の駆動面及び前記第二の駆動面に対しインプラントを当接可能に係合させ得る
ようにされた係止機構とを備え、
　前記末端ガイドが脊柱に対して少なくとも鈍角な角度にてインプラントを挿入し得るよ
うにされる、挿入具。
【請求項６３】
　請求項６２の挿入具において、
　前記末端ガイドに接続された外側軸を更に備え、前記係止機構が、インプラントに螺着
可能に係合し得るようにされた内側軸のねじ付き部分を有する、挿入具。
【請求項６４】
　請求項６３の挿入具において、
　前記末端ガイドが前記外側軸及び前記末端ガイドを貫通して伸びる長手方向中心軸を有
し、前記末端ガイドが前記内側軸が内部に提供される穴を有し、該穴が前記長手方向軸に
対しずらしてある、挿入具。
【請求項６５】
　請求項６４の挿入具において、
　前記末端ガイドが、平行に方向決めされた第一及び第二の側壁面を有し、前記第一の駆
動面が前記第一の側壁面に対し第一の角度に方向決めされ、前記第二の駆動面が前記第二
の側壁面に対し第二の角度に方向決めされ、前記第三の角度付き面が前記第一の駆動面に
対し第三の角度に方向決めされる、挿入具。
【請求項６６】
　請求項６５の挿入具において、
　前記第一の角度が約４２°、前記第二の角度が約３０°、前記第三の角度が約１４４°
である、挿入具。
【請求項６７】
　請求項６２の挿入具において、
　前記末端ガイドが、平行に方向決めされた第一及び第二の側壁面を有し、前記第一の駆
動面が前記第一の側壁面に対し第一の角度に方向決めされ、前記第二の駆動面が前記第二
の側壁面に対し第二の角度に方向決めされ、前記第三の角度付き面が前記第一の駆動面に
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対し第三の角度に方向決めされる、挿入具。
【請求項６８】
　請求項６７の挿入具において、
　前記第一の角度が約４２°、前記第二の角度が約３０°、前記第三の角度が約１４４°
である、挿入具。
【請求項６９】
　請求項６７の挿入具において、前記第一、第二及び第三の角度が互いに相違する、挿入
具。
【請求項７０】
　請求項６７の挿入具において、
　前記末端ガイドが長手方向中心軸を有し、
　前記係止機構が前記長手方向中心軸に対しずらしてある、挿入具。
【請求項７１】
　インプラント－挿入具組立体において、
　インプラント本体を有する脊柱インプラントであって、前記インプラント本体が、実質
的に平行な第一の対の側壁と、インプラントを多方向から椎間板空間内に挿入することを
許容し得るように前記第一の対の側壁に対し斜めの角度に配置された実質的に平行な第二
の対の側壁とを有する、前記脊柱インプラントと、
　前記インプラントに接続された係止機構を有する末端ガイドを備える挿入具であって、
前記末端ガイドが第一の角度付き駆動面と、前記第一の駆動面に対向する第二の角度付き
駆動面と、前記第一の駆動面及び前記第二の駆動面間を伸びる第三の面とを有する前記挿
入具と
を備え、前記係止機構が、前記インプラントを前記第一の駆動面及び前記第二の駆動面に
対し当接可能に係合させ得るようにした、インプラント－挿入具組立体。
【請求項７２】
　請求項７１の組立体において、
　前記係止機構が内側軸のねじ付き部分を有し、前記インプラント本体が該本体に画成さ
れた挿入工具穴を有し、該工具穴が前記第一の対の側壁に対し実質的に平行に伸び、前記
内側軸の前記部分が前記工具穴に接続される、組立体。
【請求項７３】
　請求項７１の組立体において、
　前記末端ガイドの前記第三の面が凹状面を有する、組立体。
【請求項７４】
　請求項７１の組立体において、
　前記第三の面が第三の角度付き面を有し、前記末端ガイドが脊柱に対して前記インプラ
ントを鈍角な角度で挿入し得るようにされた、組立体。
【請求項７５】
　請求項７４のインプラント挿入具組立体において、
　前記末端ガイドに接続された外側軸を更に備え、前記係止機構が、インプラントに螺着
可能に係合し得るようにされた内側軸のねじ付き部分を有する、インプラント挿入具組立
体。
【請求項７６】
　請求項７５のインプラント挿入具組立体において、
　前記末端ガイドが前記外側軸及び前記末端ガイドを貫通して伸びる長手方向中心軸を有
し、前記末端ガイドが前記内側軸が内部に提供される穴を有し、該穴が前記長手方向軸に
対しずらしてある、インプラント挿入具組立体。
【請求項７７】
　請求項７６のインプラント挿入具組立体において、
　前記末端ガイドが、平行に方向決めされた第一及び第二の側壁面を有し、前記第一の駆
動面が前記第一の側壁面に対し第一の角度に方向決めされ、前記第二の駆動面が前記第二
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の側壁面に対し第二の角度に方向決めされ、前記第三の角度付き面が前記第一の駆動面に
対し第三の角度に方向決めされる、インプラント挿入具組立体。
【請求項７８】
　請求項７７のインプラント挿入具組立体において、
　前記第一の角度が約４２°、前記第二の角度が約３０°、前記第三の角度が約１４４°
である、インプラント挿入具組立体。
【請求項７９】
　請求項７４のインプラント挿入具組立体において、
　前記末端ガイドが、平行に方向決めされた第一及び第二の側壁面を有し、前記第一の駆
動面が前記第一の側壁面に対し第一の角度に方向決めされ、前記第二の駆動面が前記第二
の側壁面に対し第二の角度に方向決めされ、前記第三の角度付き面が前記第一の駆動面に
対し第三の角度に方向決めされる、インプラント挿入具組立体。
【請求項８０】
　請求項７９のインプラント挿入具組立体において、
　前記第一の角度が約４２°、前記第二の角度が約３０°、前記第三の角度が約１４４°
である、インプラント挿入具組立体。
【請求項８１】
　請求項７４の組立体において、
　前記係止機構が内側軸のねじ付き部分を有し、前記インプラント本体が該本体に画成さ
れた挿入工具穴を有し、該工具穴が前記第一の対の側壁に対し実質的に平行に伸び、前記
内側軸の前記部分が前記工具穴に接続される、組立体。
【請求項８２】
　請求項７１の組立体において、
　前記係止機構が前記インプラントに螺着可能に係合し得るようにされたねじ付き軸を有
する、組立体。
【請求項８３】
　請求項７１の組立体において、前記末端ガイドに接続された外側軸を更に備える、組立
体。
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